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感電

停電

事故

感電

電気災害 静電気災害 雷災害
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電　気　災　害

アークの輻射熱等による火傷

電気火災 電気設備の損壊・機能の一時停止

感電

代表的な感電の形態

人体で
ショート

人体を
通して
大地へ

漏電した
機器に
接触

電線 電線

線間で感電 充電部に
触れて感電

漏電機器に
触れて感電
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感電災害の条件
もし、人体に電気が流れたら

電　流　値 人体の反応

電線

１ｍＡ（０．００１Ａ） 最小感知電流

１５ｍＡ～１６ｍＡ
　　　　　　　　かずい

可随・離脱電流
　

２０ｍＡ
　　　　　　ふずい　　　　こうちゃく

不随・膠着電流

通電経路　----　心臓を通ると危険

通電電流　----　大きいほど危険

通電時間　----　長いほど危険

ビ
リ
ビ
リ

ビリッと感じる程度

最小感知電流

人体に流れる電流値と人体の反応
もし、人体に電気が流れたら
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相当痛い

苦痛電流

イテ！イテ！

人体に流れる電流値と人体の反応
もし、人体に電気が流れたら

人体に流れる電流値と人体の反応
もし、人体に電気が流れたら

耐えられないほど
ビリビリくる

（かずい）　　　　　　　

可随電流
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筋肉の収縮がはげしくて、
感電者自身で充電物から

逃げられない。呼吸も困難。
引き続き流れると死に至る。

（ふずい）　　　　　　

不随電流

人体に流れる電流値と人体の反応
もし、人体に電気が流れたら

短時間でも生命が
相当に危険

心室細動電流

人体に流れる電流値と人体の反応
もし、人体に電気が流れたら
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致命的な結果を招く

人体に流れる電流値と人体の反応
もし、人体に電気が流れたら

接触したときの安全な電圧
どのくらいの電圧なら安全か

第１種 浴槽・水泳プール・水槽等の水中 ２.５ﾎﾞﾙﾄ以下

第２種 人体が著しく濡れている状態

金属に触れている状態

２５ﾎﾞﾙﾄ以下

第３種 第１、２種以外/住宅・工場・事務等 ５０ﾎﾞﾙﾄ以下

第４種 感電しても危険性の低い状態 制限なし

種別 接　触　状　態 安全な電圧
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事例1　漏電していた水中ポンプで感電
事例に見る感電災害の原因

配線用
ブレーカー

M

水中ポンプ
3φ200W
1.5kW

Tr

RB（30オーム）
水中
ポンプ

200V

人体に流れる電流（オームの法則　I（電流）＝　　　　　）
V（電圧）

R（抵抗）

＝　　　　　　　　　　　　　　　　　＝66（ミリアンペア）

　（０．０６６Ａ）

　　200（ボルト）　　

3,000（Ｒm）＋30（ＲB）（オーム）

感電の状態図（メカニズム）
事例1　漏電していた水中ポンプで感電

Rｍ（3,000オーム）
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感電の防止策

　防止策

１．アースを取り付け
ましょう。

漏電
遮断器

M

水中ポンプ
3φ200W
1.5kW

漏れ電流は、アース線に
よって大地へ流れ同時に、
漏電遮断器が電路を遮断
します。

　

２．漏電遮断器を
　　取り付けましょう

アース線

アース棒

パチン

75㎝

事例1　漏電していた水中ポンプで感電

事例２　破損して漏電していた開閉器で感電
事例に見る感電災害の原因

電源側　３φ200V

負荷側
モータ

焼損

この刃を
通じて地絡
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事例２　破損して漏電していた開閉器で感電
事例に見る感電災害の原因

　防止策

１．アースを取り付けましょう。

電気設備を操作するときは、
決して素足など電気が通り
やすい状態にならないこと。

　

２．異常に気が付いたときは
操作を禁止しましょう。

３．点検を励行しましょう。さ
わ
る
な

操
作
禁
止

Ｅｄ

事例３　ベルトコンベアを移動中,架台に漏電して感電
事例に見る感電災害の原因

移動させよう

漏電

ぎゃ－

電源へ　　
　４芯キャブタイヤケーブル

鉄枠

接地線が
電源（青相）に
接触して漏電

×
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事例３　ベルトコンベアを移動中,架台に漏電して感電
事例に見る感電災害の原因

　　防止策

１．移動型可搬型機器を使用する
回路には必ず漏電遮断器を取り
付けましょう。

充電したままで機器の移動は、
絶対に避けましょう。
また、接続用コネクタは、丁寧に
取り扱いましょう。

　

２．アースを取り付けましょう。
３．接続には接続用コネクタを使用

しましょう。

Ed

感電災害からの訣別
感電の危険性とその防ぎ方

電気に触れさせないのが
感電防止の基本

電気に触れさせないのが
感電防止の基本

主役は漏電遮断器とアース主役は漏電遮断器とアース

二重絶縁構造の電動工具

充電部を露出させない。

充電部に近づけない。

漏電遮断器漏電遮断器

アースアース

＋

赤い部分が絶縁層
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電撃者の救出

１．迅速に行うこと

２・必要最小限の移動に
　　とどめること

電撃傷と応急処置

感電防止、電源を開放

被害者を充電部から離す時に、
ニ次災害に会わないように注意。

一定区域の立入を禁止
　

　周囲の人の感電を防止

ニ次災害の防止ニ次災害の防止 　救　　出　救　　出

心室細動と除細動による救命率

成功の可能性が1分ごとに７～８％低下

症状の観察

重要なところから順に、すばやく調べる重要なところから順に、すばやく調べる

意識の障害

呼吸の状態

脈拍の状態

出血の状態

電撃傷と応急処置

迅速な１１９番通報

速やかな応急手当

回復体位

○○さん
１１９番通報を！

障害あり

障害なし ○○さん
１１９番通報を！
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意識障害　　　　 （AED：自動体外式除細動器）　　　　

意識の確認

大声で肩をたたいて意識の確認

電撃傷と応急処置　 （心肺蘇生法:CPR　回復または救急隊が到着するまで続ける）

呼吸の確認助けを呼ぶ
119番通報 あごを上げ、口元に頬を

寄せ呼吸の確認をします。

呼吸停止の場合

2回の人工呼吸
５秒に１回。空気が逃げ
ないように鼻をつまむ。

心停止の場合

１５回の心臓ﾏｯｻｰｼﾞ
胸の両乳首の中央を肘を伸ばし
体重をかけて毎分100回の速さで

心肺蘇生法
交互に行う

AEDで電気ｼｮｯｸ
みんな離れて

電気火傷
電撃傷と応急処置

病院の治療を受ける。

救急隊の到着まで、水で冷やす。

（冷やしすぎによるｼｮｯｸ症状に注意）

体表面積の

約10％以上は

すぐに病院へ

応　急　処　置応　急　処　置



13

感電事故をなくすには

　①　充電部を露出させない　　　　

　②　漏電遮断器と接地の取付け

　③　インターロック

　④　電気安全教育の充実

　⑤　危険を見過ごさない職場空気の醸成

　⑥　錯覚を起こしやすい設備をなくす

フェールセ－フ
故障や誤操作があっても、安全なほうに作動する仕組み。

フールプルーフ
操作手順を間違っても事故の起きないようにすること。

カバーの取付け、分電盤の施錠。
不良設備の早期改修。

定期的に実施しましょう。
お客さまの従業員安全教育のお手伝いをいたします。

みえない電気

みまもる技術

同じ長さの線の両端に矢を付け
た場合、内向きに付けると線は
短く見え，外向きに付けると線
は長く見えます。

縦線と横線は同じ長さですが、
縦線の方が長く見えます。

長さの錯覚

大きさの錯視
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角度の錯視

平行の水平線が交互に傾いて見えます。

色の錯覚

オレンジ色と赤紫色の赤があるように見えますが、同じ色です。

黄緑と青緑があるように見えますが同じ色です。
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言葉の錯覚

誤った言い方

機械のアースをとってください。

はい、機械のアースをとりました。

正しい言い方

機械にアースをとりつけてください。

はい、機械にアースをとりつけました。

「とってください。」は、 ①取り付ける。

　　　　　　　　　　　　　　 ②取り外す。

　　　　　　　　　　　　　　　　のどちらとも受け取れます。

おわり
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